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「
千
金
方
』
に
見
ら
れ
る
鍼
灸
施
術
の
傾
向
は
、
鍼
法
よ
り
も

む
し
ろ
灸
法
が
主
体
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
が
、
そ
の
壯
数
記

載
よ
り
大
き
く
二
つ
の
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ

は
、
『
甲
乙
経
』
以
来
の
伝
統
的
な
一
・
三
・
五
・
七
・
九
と
い

う
奇
数
（
陽
数
）
で
統
一
さ
れ
た
「
明
堂
系
灸
法
」
と
も
称
す
べ

き
「
少
壯
」
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
陽
気
を
補
う
」
と

い
う
陰
陽
論
的
要
素
を
土
台
と
し
て
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
前
者
に
対
し
「
唐
以
前
諸
家
灸

法
」
と
も
称
す
べ
き
十
壯
を
超
え
る
「
多
壯
」
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
多
壯
」
は
、
そ
の
壯
数
よ
り
さ
ら
に
細
分
化
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
十
の
倍
数
（
十
壯
・
三
十
壯
・
五
十
壯
な
ど
）
・
百
の
倍

数
（
百
壯
・
三
百
壯
・
五
百
壯
な
ど
）
・
七
の
倍
数
（
二
七
壯
・
三
七

壯
な
ど
）
・
随
年
壯
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

30

「
千
金
方
」
に
見
ら
れ
る
唐
以
前
諸
家
灸
法

に
つ
い
て

吉
岡
広
記

奇
数
を
約
数
に
持
つ
数
で
あ
り
、
「
少
壯
」
同
様
に
陰
陽
論
的
要

素
が
根
底
に
あ
る
。
本
書
の
巻
二
十
九
・
灸
例
第
六
に
孫
思
遡
の

時
代
に
は
様
々
な
灸
法
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、

「
多
壯
」
を
子
細
に
見
て
い
く
と
唐
以
前
の
灸
法
の
実
態
を
あ
る

程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

施
灸
指
示
の
あ
る
孔
穴
・
部
位
の
総
数
は
九
六
一
箇
所
（
双
穴

は
単
穴
同
様
に
一
穴
と
し
て
計
算
し
た
）
に
及
ぶ
が
、
そ
の
内
訳
は

「
少
壯
」
四
六
三
箇
所
・
「
多
壯
」
四
九
八
箇
所
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合

で
所
出
す
る
。
「
多
壯
」
に
お
け
る
施
灸
部
位
（
巻
二
十
九
・
明
堂

三
人
図
の
孔
穴
分
類
の
部
位
名
称
を
参
考
と
し
た
）
の
分
布
は
、
腹

（
胸
・
側
脇
を
含
む
）
一
五
七
穴
・
脊
中
（
肩
を
含
む
・
背
全
体
の
こ

と
）
一
二
○
穴
・
足
二
七
穴
・
手
四
三
穴
と
こ
れ
ら
四
部
位
が

全
体
の
約
八
割
を
占
め
て
い
る
。
腹
・
足
の
二
部
位
は
、
「
腹
１

背
・
足
⑪
手
」
と
い
う
角
度
か
ら
陰
陽
分
類
を
す
る
と
、
い
ず
れ

も
「
陰
」
部
と
な
る
。
こ
れ
は
、
蔵
府
の
虚
（
陰
虚
）
を
補
う
た

め
に
、
よ
り
「
蔵
（
陰
）
」
と
親
和
性
の
高
い
腹
・
足
を
治
療
部

位
と
し
て
用
い
る
と
い
う
意
図
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
逆
に
背
・
手
の
二
部
位
は
、
「
素
問
」
陰
陽

応
象
大
論
篇
第
五
の
「
以
右
治
左
。
以
左
治
右
」
と
い
う
一
節
に
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見
ら
れ
る
よ
う
な
陰
陽
論
を
土
台
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
四
部
位
は
輸
募
穴
お
よ
び
手
足
の
要
穴
の

あ
る
重
要
な
部
位
で
も
あ
る
。
そ
の
要
穴
の
内
訳
を
見
る
と
、
募

穴
（
腹
）
五
二
穴
・
背
部
輸
穴
五
五
穴
・
手
の
経
脈
二
○
穴
（
う

ち
要
穴
二
穴
）
・
足
の
経
脈
六
五
穴
（
う
ち
要
穴
四
九
穴
）
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
要
穴
に
お
け
る
蔵
府
と
の
関
係
性
を
見
る

と
、
肝
・
脾
・
肺
・
腎
・
冑
・
大
腸
・
小
腸
が
安
定
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
心
（
小
腸
）
と
心
主
（
三
焦
）
の
扱
い

方
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
経
脈
の
選
定
は
、
「
霊
枢
」
邪
客
篇

（
「
心
者
。
五
蔵
六
府
之
大
主
也
。
精
神
之
所
舎
也
。
其
蔵
堅
固
。
邪
弗

能
容
也
。
容
之
則
心
傷
。
心
傷
則
神
去
。
神
去
則
死
芙
。
故
諸
邪
之
在

於
心
者
。
皆
在
於
心
之
包
絡
。
包
絡
者
。
心
主
之
脈
也
」
）
に
見
ら
れ

る
心
は
傷
害
さ
れ
な
い
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
手
少
陰
心
経

（
手
太
陽
小
腸
経
）
で
は
な
く
手
厭
陰
心
主
経
（
手
少
陽
三
焦
経
）

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
輸
募
穴
の
選
定
は
、
本
書
に
お

い
て
心
主
に
配
当
さ
れ
る
孔
穴
が
な
い
こ
と
か
ら
、
心
の
配
当
さ

れ
る
「
巨
閾
」
と
「
心
輸
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
要
穴
の
使
用

頻
度
は
、
各
部
位
に
差
は
あ
る
も
の
の
全
体
と
し
て
は
約
五
割

二
六
七
穴
）
を
占
め
て
お
り
、
施
灸
部
位
（
孔
穴
）
の
選
択
に
は

要
穴
（
五
蔵
・
経
脈
）
が
あ
る
程
度
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺

わ
れ
る
。
要
穴
と
い
う
観
点
か
ら
施
灸
部
位
を
見
る
と
、
「
手
足

（
経
脈
・
陽
）
＃
腹
・
背
（
蔵
・
陰
）
」
と
い
う
先
の
陰
陽
分
類
と
は

別
の
角
度
か
ら
認
識
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
は
い

え
、
「
陰
（
蔵
）
」
の
治
療
を
、
そ
の
「
陰
」
と
よ
り
親
和
性
の
高

い
「
陽
（
外
）
」
部
の
「
陰
」
部
を
用
い
る
か
、
逆
に
「
以
右
治

左
。
以
左
治
右
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
陽
（
外
）
」
部
の
よ

り
「
陽
」
部
を
用
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
一
貫
し
て
い
る
。

以
上
よ
り
、
施
灸
部
位
の
選
択
に
は
、
そ
の
大
部
分
に
お
い
て

陰
陽
論
が
土
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
「
唐
以
前
諸

家
灸
法
」
（
「
多
壯
」
）
の
特
徴
は
、
壯
数
記
載
に
相
違
が
あ
る
に

せ
よ
、
「
陰
虚
（
蔵
虚
）
」
の
重
視
と
い
う
点
に
あ
る
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


